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武蔵水路治水機能向上の取り組み



◆武蔵水路の内水排除施設
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◆武蔵水路による内水排除の実績 「S46～R2」
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○ 内水排除を開始した昭和46年以降 ：１０８回 【平均２．２回】

○ 改築事業以前（S46～H27)：平均：１．９回／年

○ 改築事業以後（H28～R2)：平均：４．４回／年

○ 令和2年度は5回実施し、これまでで最も早い4月18日に実施

◆内水排除の実績

改築事業以後
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◆近年の内水排除実施状況

○近年の内水排除実施状況 ⇒ 武蔵水路改築後に約2,200万㎥(東京ドーム約18杯分)の
取込を実施しており、台風等の大雨以外にも、雷雨や前線に伴う中小の出水にも対処
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◆武蔵水路における治水機能向上の取り組み

「佐間地区に係る台風19号防災対策報告会」
においての、武蔵水路に関する取組事項

➊ 内水排除時間の最大限の延伸

➋ 水路内容量の最大限の活用

➌ 降雨予測等に基づく運用



➊ 内水排除時間の最大限の延伸
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◆武蔵水路における治水機能向上の取り組み

○ 武蔵水路は、荒川（熊谷地点）の水位
が高くなると内水排除を中止する決まりと
なっているが、中止するタイミングを最大
限延伸できるよう、国交省と協議。
※令和3年3月24日：施設管理規程変更認可

（内水排除の中止）
第29条 所長は、熊谷地点水位がはん濫危険水
位に達した場合は、すべての放流口及び水門の
ゲートを全閉し、糠田排水機場のポンプの運転を
停止して、内水排除を中止しなければならない。

行田

佐間水門

川面水門

糠田P機場

荒川注水工

利根大堰

大芦橋

荒川水位
（糠田地点）

熊谷

（内水排除の中止）
第29 条 所長は、荒川水位※が細則で定める水門等閉操作開始水位に達し、さらに上昇することが
予想される場合は、すべての放流口及び水門のゲートを全閉する。荒川水位がポンプ運転調整水位
に達した場合には、糠田排水機場のポンプの運転を停止して、内水排除を中止しなければならない。

○【変更後】施設管理規程第29条（抜粋）

○【変更前】施設管理規程第29条（抜粋）

※荒川水位：糠田樋管ゲート下流側の水位
・ポンプ運転調整水位 ：T.P.＋19.77m
・水門等閉操作開始水位：T.P.＋19.30m
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◆武蔵水路における治水機能向上の取り組み

水路内残水
排除

熊谷地点水位

糠田地点水位

はん濫危険水位T.P.＋30.83m
放流口・水門閉操作

ポンプ停止操作

ポンプ運転調整水位T.P.＋19.77m

水路内残水
排除

放流口・水門閉操作

ポンプ停止操作
水門等閉操作開始水位 T.P.＋19.30m

内水排除中止操作変更のイメージ

内水排除の延伸

水位(T.P.+m)

時間
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◆武蔵水路における治水機能向上の取り組み

○ 内水排除操作を中止後、忍川等で発生している洪水を武蔵水路の空容量へ
取り込むことができるよう、技術的な課題、施設管理規程の取り扱い等を検討

➋ 水路内容量の最大限の活用
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糠田制水ゲート

流量調節堰

佐間水門

星川水門
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旧忍川放流口

川面水門

袋制水ゲート

長野制水ゲート
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荒木制水ゲート

長野落放流口

制水ゲートを活用した貯留イメージ

○水路内貯留操作
● 水路内に貯留する容量が確保出来る
● 県・市より要請がある
⇒ 等の条件が整った場合、特例操作として実施
※ 安全に実施するため、引き続き操作方法等を検討を進めている。

※武蔵水路は、荒川に向かい緩やかな下り勾配になっています。
このため、上流側では水位が低い様に見えても、下流側では満水となっています。
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◆武蔵水路における治水機能向上の取り組み

○ 大雨が想定される場合等、早めに武蔵水路の水位を下げて
おき、内水排除を実施する

➌ 降雨予測等に基づく運用

※台風14号の熊谷地点の9・10日実績降雨は、≒94㎜

時間10㎜を超える様な降雨は無く、忍川の出水は、大きなものとならなかった。

● 令和2年10月台風14号 （事前の9日～10日の降雨予測：250㎜～350㎜）

◇ 利根導水の対応

・9日17時：注意態勢へ移行

・9日21時：荒川の出水に伴い導水停止

※10日2：20行田県土整備事務所より要請

⇒小敷田地点19.55m到達前に取込可能な放流口より内水排除

⇒ 降雨予測や水位の状況を踏まえ内水排除を早期に実施
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◆武蔵水路における治水機能向上の取り組み

出水期に向けて、

○ 「武蔵水路内水排除連絡会議」 （4月19日）

行田市、鴻巣市、行田・北本県土整備事務所、関係土地改良区及
び国交省等で構成する「武蔵水路内水排除連絡会議」を開催し、昨
年度実績報告や連絡体制の再確認を行うとともに、内水排除に関わ
る課題等について意見交換を実施

○ 新たな内水排除中止操作について、訓練の実施による習熟

「令和3年度 洪水対応演習」（5月11～12日）等の訓練を通じて、
新たな内水排除中止操作の習熟や、確実な情報共有と情報交換の
ための連絡体制の整備など防災対応の高度化を図る。

出水時に向け、
万全な体制を構築すべく取組を行っていきます。


